
 

 平成２８年６月１日（水）第５校時 

６学年１組 計２１名  

 指導者 四万十市立中村南小学校  乾 城次  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○病気で右足を失った主人公が、逆境を乗り越えスポーツを通して目標を持ちながら生きて

いく姿を通して、人として生きる喜びを感じ、よりよく生きようとする態度を育てる。 

 

 

（１）ねらいや指導内容についての教師の捉え方 

  中心とする指導内容は、D「主として生命や自然、崇高なものとの関わりに関すること」の（22）

「よりよく生きようとする人間の強さや気高さを理解し、人間として生きる喜びを感じること」であ

る。高学年の児童においては、「自信のなさ」が今日的課題の一つとしてあげられている現在、困難

から逃げず克服することで喜びと自信を得ることは、現代の子どもたちにとって重要な「生きる力」

の育成につながるものと考える。 

  人間は生きている限り、だれしも困難にぶつかるものである。困難に直面したとき、逃げたいと思

う弱い心と困難に立ち向かい強く気高く生きたいという二つの心が葛藤する。そして困難から逃げず

乗り越えたとき、人間は深い喜びを感じる。つまり困難に立ち向かおうとする生き方の中に、人間と

しての生きる喜びを見いだすことができるといえるだろう。また、困難に立ち向かいチャレンジする

姿は美しく、見ている人にも感動を与える。高学年になるにしたがって、目標や自分の課題が明確に

も見え始め、一人一人の努力や行動によって、成長が異なってくることにも気づきだす発達段階でも

ある。今よりよくなりたいと願い、努力しようとするとともに、人間としての自己の生き方について

考えを深めていくことで、困難にも立ち向かえる強い心が育まれると考える。そのためには、人間の

強さや気高さを理解させることで、誇りある生き方、夢や希望などに喜びのある生き方につなげるよ

うにすることが求められる。 

 

（２）児童生徒のこれまでの学習状況や実態と教師の願い 
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 発問の工夫 

 板書の工夫 

教材名：真
ま

海
み

のチャレンジ ―佐藤真海―〈私たちの道徳 小学校５・６年 文部科学省〉 

主題名：人間の強さや気高さ、生きる喜び 【よりよく生きる喜び】高D－（22） 

 
実践のPOINT 

１ ねらい 

２ 主題設定の理由 

小学校第６学年１組 



 

（３）使用する教材の特徴や取り上げた意図及び具体的な活用方法 

本資料は、骨肉腫の発症により右足膝以下を切断し、水泳でリハビリをしながら陸上競技でのパ

ラリンピック出場を目指した佐藤真美さんの実話に基づく資料である。一度はくじけそうになった

姿や困難を乗り越えようとする佐藤さんの気持ちを考えさせることを通して、誰もが持つ心の弱さ

とともに、人としてよりよく生きようとする心情を育んでいきたい。研究主題「自己の生き方をみ

つめる児童の育成～道徳科の研究を通して～」にせまるため、佐藤さんの生き方に学び、人間の弱

さや強さを友だちの考えと比べ、自己を見つめながら考えを深める活動を通して、誇りある生き方、

夢や希望など喜びのある生き方につなげていきたいと考える。 

 学習活動 
主な発問と予想される児童の反応 

◎中心発問 

指導上の留意点 

※評価の視点 

導
入 

１佐藤真海さんについて

知る。 

○佐藤さんを知っていますか？ 

・アスリート、陸上選手 

・2020年東京オリンピック・パラリンピッ

ク招致委員会プレゼンター 

・佐藤さんの写真を

掲示し見せる。 

・練習場面の写真を

掲示する。 

展
開 

２資料「真海のチャレン

ジ」を読んで話し合う。 

 

（１）佐藤さんが、手術

を行った後の気持ち

や新たなチャレンジ

を始め、練習に打ち

込んでいる姿から感

じることを深める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）佐藤さんのプレゼ

ンから、心に残る言

葉について考える。 

 

○付箋で佐藤さんの気持ちがわかる場面に

印をつけましょう。 

 

○佐藤さんの気持ちがわかるという場面は

どこでしたか。そこで佐藤さんは、どんな

気持ちだったでしょう。 

手術の後 

新たなチャレンジ 

パラリンピックの舞台 

・話の順に指名する。 

 

◎教材を通して、佐藤さんはどんな人だと思

いましたか。どんなところでそう感じまし

たか。 

（あきらめない人、目標に向かってチャレン

ジする人、心の強い人） 

・新たなチャレンジ（水泳～走りはばとび）

をしている。 

・目標を持って頑張っている。あきらめない。 

・いつかパラリンピックに出たい。 

・記録が伸びるたびにすがすがしい気持ちを

味わった。 

 

○佐藤さんのプレゼンテーションの言葉の

中で、心に残るのはどの言葉ですか。 

・目標を決め、それをこえることに喜びを感

じ、新しい自信が生まれました。（自信） 

・スポーツは私に人生で大切な価値を教えて

くれた。（目標の大切さ） 

 

 

 

・困難にあい希望を

失いかけた佐藤さ

んの思いを捉えさ

せる。 

・「このままじゃいけ

ない」と悩む佐藤

さんの気持ちにも

ふれる。 

 

・困難を乗り越えよ

うと、新たなチャ

レンジをする佐藤

さんの姿やそのと

きの気持ちにふ

れ、感銘を受けた

ことがらをワーク

シートに書かせ

る。 

 

※不安や困難をのり

こえながら取り組

む佐藤さんの前向

きな強い気持ちを

捉えているか 

 

３ 学習指導過程 



 

○準備物  写真・ワークシート・私たちの道徳・映像（動画、テレビ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終
末 

３佐藤真海さんの映像を

みて、よりよく生きる

喜びについての考えを

深める。 

○佐藤さんの映像を見ましょう。 

今日の学習を通して、よりよく生きようと

する佐藤さんの姿から学んだことを、道徳

ノートに綴ってみましょう。 

・佐藤さんの動画を

活用して、価値に

せまる。（道徳ノー

トにつなげる） 

板書計画 
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佐
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体験的活動や他教科等との関連 

〔４月〕  学級 

 

・自分の目標を決めよう 

〔１月〕   裁量 

「同和問題学習」 

・被差別部落の人たちの生き様に学ぶ 

 

〔５月〕   学級 

 

・生活を見直そう 

常時活動 ・学級活動・自主活動・音楽朝会・心きらり参観日 

〔６月〕  道徳 

「真海のチャレンジ～佐藤真海～」 

D－（22）よりよく生きる喜び 
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生
き
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を
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っ
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苦
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い
、
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ダ
メ
に
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・
目
標
を
決
め
、
そ
れ
を
こ
え
る
こ
と
に

喜
び
を
感
じ
、
新
し
い
自
信
が
生
ま
れ

ま
し
た
。 

・
ス
ポ
ー
ツ
は
私
に
人
生
で
大
切
な
価
値

を
教
え
て
く
れ
た
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